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成東駅南側周辺 
資料１ 

資料１ 

手作りの写真集や観光パンフレットを 
みんなで作る １ 

ボランティアガイドの育成のための 
講習会を行う ２ 

各団体の活動紹介を 
駅前で定期的に実施する ３ 

「旅の思い出雑記帳（駅ノート）」を 
設置し、記載者に観光情報を記載した 
ダイレクトメールを発行する 

４ 

九十九里海っ子ねぎを使ったフルコー
ス料理を提供する ５ 

泥付きのネギを直売所で販売する ６ 

花粉症にネギがきくので山武で体験し
てもらう（ネギ料理の提供） ７ 

定期的に山武産の食材を取り入れた 

ランチセットを駅前の各飲食店や弁当店
が一斉に提供する。 

８ 

山武産の食材を取り入れた 
メニューを市内の各飲食店が一斉に 
提供し、スタンプラリーを実施する。 
（仮称）さんむネギ塩街道スタンプラリー 

９ 

春や秋など、季節の良い時期に駅前で 
野点（のだて）を行う。 

10 

山武市と縁のある漫画家や画家等の展
示会を駅前で開催する。 

11 

高校、大学の協力を得て、定期的に 
駅前コンサートを開催する。 

12 

美術・生花等、部活動の作品展示を行っ
てもらう。 

13 

駅前をスタートとする 
まち歩きイベントの開催 

15 

フォトコンテストの展示ブースを 
設置する。 

14 

スリランカ代表への 
キャンプ地誘致をきっかけとする、 
スリランカの国、文化、食などの 
紹介ブースを設置する 

16 

山武市内の観光案内所・宿泊所をセット
にしたＪＲとの連携によるツアー企画 

17 

アジフライをはじめとした、 
アジの調理方法の 
体験イベントの実施 
（宿泊、漁業者との交流） 

18 

スリランカ製のスパイス☓山武の特産品
で料理を行いおもてなしをする 

19 

県内大学（建築系）の卒業展示を行う 20 

地域のお祭の紹介を行う 21 

子どもたちに 
民話や絵本の読み聞かせを行う 

22 

2月の市民活動フェスタで展示したパネ
ルを各団体持ち回りで展示する。 

23 

子どもの絵画展、書道展を開催する 24 

駅広工事用の塀に子どもに 
絵を描いてもらう（それぞれの小学校で 
それぞれの地区のPRを描いてもらう） 

25 

仮称「成東”茶”室」の開催 
・抹茶と菓子の販売 
・左千夫短歌大会に向けたプレイベント 
・テーマ別地域巡りの企画 

26 

仮称「いちごスタンド」の設置： 
いちご関連商品販売 
（ソフトクリーム、ジュース、期間限定S１品など） 

27 

仮称「地酒ちょいのみｽﾀﾝﾄﾞ」の開催： 
試飲・試食、土産品販売による味覚PR 28 

仮称「成東マルシェ」の開催： 
産直、パン、菓子、等販売スペース提供 
観光客向／市民向／海外向を意識 

29 

仮称「成東木工教室」の開催： 
① 椅子、ベンチ等の設置／ふれる 
② 木工教室、工芸教室／食育にも利用 
     間伐材を使った木工体験 など 

30 

仮称「なるとう大学」の開催： 
• 成東駅前を拠点に地域の宝を学び楽しみ活用

する（山武地域にゆかりのあること全て） 

• 交流館（成東”茶”室、成東マルシェ、地酒
ちょいのみスタンド）等で展開するための商
品開発 

• 開催例：大人の食育、発酵教室、学童保育等 

31 

レンタルカフェにおける喫茶 32 

オープンギャラリー 33 

資料３ 

「交流の実践」ワーキンググループが活動を開始しました！ 

 平成27年８月３０日(日)に、平成27年度 第２回まちづくり協議会を開催しました。 

 当日は１５名の会員に出席いただき、前回の協議会で結成したワーキンググループの
活動報告を受けて、協議を行いました。 

ワーキンググループの活動報告 

 前回の協議会の結果を受けて、成東駅周辺の昔の写真展開
催を企画し、実践するための検討を行うことになったことか
ら、ワーキンググループが活動案の骨子を検討しました。 
 この結果を常任会員でワーキングループ代表の石井さんが
説明し、プロジェクトの名称と内容案について、協議依頼を
行いました。 

＜ワーキンググループ説明資料＞ 

裏面に続きます 

協議会での説明の様子 



 ワーキンググループの報告を受けて協議を行いました 意見交換 

ワーキンググループからの報告を受けて、協議会内で意見交換を行いました。 

写真だけではなく、子どもの
頃に描いたスケッチを集め
るのも良いと思う。 

もっと具体的な場所に対象を絞り込む
ため、「成東今昔物語」ではなくて「成東
駅今昔物語」としたらどうだろうか。 写真展だと、「風景」を連想す

るけれど、風景写真だけでは
ないと思う。 

プロジェクト名は、カタカナ
を使わないなど、分かりや
すくした方が良いと思う。 

タイトルはワーキンググルー
プ提案の「成東今昔物語」の
ままにしておいて、サブタイト
ルに「未来へつなげる成東駅
の今昔」という言葉を入れたら
どうだろうか 

日向や松尾など、今回以外
に色々な場所で展開できる
ように、「山武市今昔物語」
にしてはどうだろうか 

まちづくり協議会は成東駅
南側周辺について議論する
場なので、対象を絞った方
が良いと思う。 

意見交換を受けて、中谷先生がまとめを行いました。 

 プロジェクト名は、色々と意見交換が盛り上がったので、後日、ワーキン
ググループと事務局とでとりまとめを行いましょう。 

 次回の協議会では、企画を実現するため、具体的な内容の提案をお願いし
ます。 

 前回、写真展の開催の他に、アイスクリーム等の販売について検討を行う
という話がありました。今回のワーキンググループは写真展を中心に取り
組むので、他に別のグループを立ち上げて、アイスクリームに限らず、写
真展と一緒に検討をお願いします。 

市役所で行ったフォトコンテス
トで募集した写真も活用でき
ると思う。 

成東駅が変化することに
よって未来へどんなふうに
発展していくのかという視点
も必要だと思う。 

「未来へつなげる」という言葉は素敵
だなと思う。 

過去の風景を集めつつ、未来の駅前
を一緒に考えてみませんかという投げ
かけをするというのはどうでしょうか。 



中谷先生からの要請を受け、協議会常任会員の鈴木さんが中心となり「食をテーマにした
ワーキンググループ」を立ち上げて戴くことになりました。 
先行する「成東駅周辺の昔の写真展開催」の企画と連携して、今後検討を行うことになり
ました。 

皆様のご意見をお寄せください 

 成東駅南側のまちづくりについて、皆様のご意見を事務局へお寄せください。 
 なお、いただいたご意見は、協議会で報告するほか、この協議会ニュースでご紹介させていただ
く場合がありますので、ご了承ください。     【ご意見送付先】  
 山武市都市整備課  
 成東駅南側周辺まちづくり協議会事務局  
 〒289-1392 山武市殿台296 

 ファクス：0475-82-2107 
 電子メール：toshiseibi@city.sammu.lg.jp 
  ※ファクス、電子メールは共用ですので、宛先をご記入ください。 

次回の協議会（10月下旬開催予定）では、ワーキンググループの報告を受
けて、アイデアの実践に向けた企画会議を開催する予定です。 

また、（仮称）成東駅前観光交流センターの基本設計整備案を参考に、今年
3月の協議会で話し合った「アイデアの宝箱」の中から、観光交流センターで
実施できそうな内容を探し、意見交換を行う予定です。 

 

2つめのワーキンググループが活動を始めます！ 

中谷先生からの提案を受けて 

事務局からのお知らせ 

昨年度から検討を続けている「交流のあり方検討」に関連して、山武市は「（仮称）成
東駅前観光交流センター基本設計」のプロポーザル（企画提案競技）を行い、有限会社
kwhgアーキテクツを選定しました。 
今年度、本協議会活動との連携を図りながら、設計を行う予定です。 


